
     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催主管  茨城県小学生バドミントン連盟  

協   賛  パナソニックホームズ株式会社 

後  援  筑西市教育委員会  

期  日  令和 4 年 5 月 7 日(土)  

会  場  筑西市下館総合体育館    

筑西市上平塚 627 電話 0296-28-5040 



開会式

１： 開会のことば

２： 主催者あいさつ

３： 競技上の注意

４： 諸注意

５： 閉会のことば

閉会式

１： 開会のことば

２： 成績発表

３： 表彰式

４： 講評

５： 閉会のことば

式 次 第



第 38 回全国小学生『若葉カップ』茨城県予選会 大会要項 

１ 主催主管  茨城県小学生バドミントン連盟  

2. 協   賛  パナソニックホームズ株式会社 

3. 後  援  筑西市教育委員会  

4 期  日  令和 4 年 5 月 7 日(土) 日程は組合せ後にお知らせします。         

5 会  場  筑西市下館総合体育館    筑西市上平塚 627 電話 0296-28-5040 

6 種  目  ①若葉本戦参戦２複３単男女 

②クラブ対抗団体戦 1複 2単男女                

7 競技規則  令和 4 年度(公財)日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び 

同公認審判員規程による。ただし、審判は団体相互で行う。 

8 競技方法  ①若葉本戦参戦 

 1）団体戦とし、２複３単の計５試合とする。下学年が上学年への出場は可です。 

2）男女ともトーナメント方式とし、３位決定戦は行いません。 

3）試合順序は、６年単・４年単・５年複・６年複・５年単で実施します。 

4）各部とも単・複を兼ねることはできません。 

5）１・２回戦は５試合全て行い、３回戦以降は勝敗が決定次第、３勝打ち切りとします。 

②クラブ対抗団体戦 

1）団体戦とし、1複 2単の計 3試合とする。学年を超えて選出可とする。 

2）男女ともトーナメント方式とし、３位決定戦は行いません。 

3）試合順序は、単・複・単で実施します。 

4）各部とも単・複を兼ねることはできません。 

5）１・２回戦は 3試合全て行い、３回戦以降は勝敗が決定次第、２勝打ち切りとします。 

9 参加資格  茨城県小学生バドミントン連盟を通じて令和 4 年度日本バドミントン協会及び

日本小学生バドミントン連盟に登録済みの選手及びコーチで構成したチーム。

(１チームより複数参戦可)   

10 本大会への出場  本大会は、7/29-8/1 京都府長岡京市で開催予定。 

男女１チームを茨城県バドミントン協会経由で大会事務局に推薦する。但し 

第２代表選考が当県になった場合、男女別代表決定チーム(１位)と同様のチームが２位で

あっても選出しない。 

11 参加費   大会当日受付で受領 

①若葉本戦参戦１チーム 7,000 円 ②クラブ対抗団体戦 6,000 円  

12 参加申込  令和 4 年 4 月 3 日（日）期限  下記メールへ (期限厳守) 

    ibarakirenmeibado55@yahoo.co.jp 

13 組み合せ会議 令和 4 年 4 月 17 日（日）10 時～ 石岡東地区公民館   

組合せ会議は現状、役員一任とさせて頂きます。(状況により変更もあり) 

14  審判員   相互審判  (状況により変更あり) 

そ の 他 競技中の服装は（公財）日本バドミントン協会審査合格品とし上着の背面中央に 

チーム名，氏名を明記したゼッケン（縦１５㎝・横２５㎝）をつけること。 

茨城県小学生連盟会長が認めた関東・茨城Ｔシャツの着用は認める。 

問い合わせ   大会事務局 日 向 晴 美 TEL 090-5779-3035                          
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2022大会役員係員一覧   

 

 

大 会 会 長  松下 高輝 

大会副会長  廣木 麗子  

大会総務部長  椎名 修 

大会総務副部長  日向 晴美  海老澤孝一 小峯 岳央 仁田健太郎 

レフェリー   新井 博司 

競技委員長   佐藤 英男  

競技進行委員  平松 光子  永井 弥生 荒川千代子 佐藤 章子 

        国府田千春 

競技審判員  千代 和広 大津 嘉弘 中村 資良 大和田幸二 

 西田 由紀 小茂田かおり 

競技記録部員  浦野 昌士  荒川 功  日向 貴裕 

競技シャトル  山本 敏弘  

撮 影  瀬谷 直行 

召     集  飯田恒夫 江尻享一 

救    護  江尻享一 荒川紀子 

受付・弁当等  淀  幸 菜花麻由 鈴木美奈子 大串美紀子 
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競技上の注意事項

男子 女子 男子 女子

(下学年が上学年の種別に出ることは可）

３．競技規則 現行の（公財）日本バドミントン協会競技規則､大会運営規定並びに公認審判規定に準じて行う｡

  ①試合形式

  ②順位

勝敗が決定してもすべての試合を実施（完全試合）

  ④試合形式 ラリーポイント２１点（最大３０点）　３ゲームマッチ

  ⑤インターバル

４．審判

５．オーダ用紙

７．試合前練習

８．その他

 

６．試合コート

相互審判：主審１名、線審２名（内１名は得点係兼ねる）
※１　若葉　男子のみ試合をしていないチームが審判を行う。
※２　審判員は本部にから審判用具一式を受取ってからコートに行く

本部の指定した時間までに提出
※１　若葉　試合番号MT1、WT1、県団体　試合番号MT１～MT2、WT1～WT3は９時までに提出
※２　県団体　MT5～MT7、WT5～WT7、WT9～WT10は９時３０分までに提出。

１．区分

２．種類

・すべてのゲーム中一方のサイドが11点になった時に60秒を超えないインターバルは認める。
・第３ゲームで一方のサイドが11点になった場合は、エンド交替は行い60秒を超えないインターバルを認める
・第１ゲームと第２ゲームの間･第２ゲームと第３ゲームの間に120秒を超えないインターバルを認める｡

若葉カップ 団体戦

２複３単（１チーム選手１０人編成） 単２複１（１チーム選手人４人編成）

６年単、４年単、５年複、６年複、５年単

①６年単②4年単③５年複④６年複⑤５年単 ①単１②複③単２

若葉カップは勝敗決定後のエントリー内でのメンバー変更
は可とし、正式な試合とする。その場合、監督は主審に申
し出る。 主審は学年を確認し、相手監督及びレフェリーに
報告。ただし、オーダーに記載された選手が他の試合に
出場することは認めない。

男子：リーグ戦
女子：直接対決

  ③試合順

チームごとに３分間

選手、監督・コートは試合中、団扇の使用は禁止します。

トーナメント方式

※　若葉カップおよび県団体戦とも単複を兼ねられない

進行状況により展開する場合あり

固定 流し込み

リーグ戦で勝敗が同じの場合は、①マッチ②ゲーム③得失点で決定する。
①～③が同じ場合は直接対決で勝ったチームとする。
マッチを怪我などの理由で棄権した場合は、すべて２１対０の ２対０で敗戦したものとして順位計算を行う。

１～２回戦は勝敗が決定してもすべての試合を実施（完全試合）
３回戦からは勝敗が決定した時点で打切り
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種目 No. 参加者

MT 1 ハルトノクラブ

MT 2 あけチャレ

MT 3 吉田バドミントン

WT 1 ハルトノクラブ

WT 2 あけチャレ

若葉カップ茨城県予選会参加者

名簿
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県団体戦大会参加者名簿

種目 No. 参加者 種目 No. 参加者

MT 1 藤代ジュニア WT 1 藤代ジュニア

MT 2 豊ジュニア WT 2 吉田バドミントンＡ

MT 3 桜川Ｊｒ． WT 3 龍ケ崎ジュニア

MT 4 大井沢バドミントン WT 4 豊ジュニア

MT 5 舟島 WT 5 ハルトノ女子Ａ

MT 6 ナイスショット WT 6 ハルトノ女子Ｂ

MT 7 ひたちなか WT 7 桜川Ｊｒ．

MT 8 取手ジュニア WT 8 東少年バドミントン

MT 9 東海小学 WT 9 大井沢バドミントン

MT 10 Ｒｅ／／Ｂｉｒｔｈ ＢＣ WT 10 明野ちびバド

WT 11 舟島

WT 12 吉田バドミントンＢ

WT 13 アブレイズ

WT 14 ひたちなか

WT 15 取手ジュニア

WT 16 東海小学Ａ

WT 17 東海小学Ｂ

WT 18 Ｒｅ／／Ｂｉｒｔｈ ＢＣ

WT 19 恋南

-5-



１コート ２コート ３コート ４コート ５コート ６コート ７コート ８コート ９コート 10コート １１コート １２コート １３コート

時刻

09:30 MT１ WT1 WT1 WT2 WT3 MT1 MT２

WT４ WT５ WT６ WT７ WT８ WT９ WT10 WT11 MT３

MT2 MT４ MT５ MT６ WT12 WT13 WT14 WT15

MT７ MT8 WT16 WT17

MT3 MT9 WT18

県団体

若葉カップ・団体戦　タイムテーブル
令和4年5月7日

若葉予選
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第３８回全国小学生若葉カップ予選会 令和４年５月７日 下館総合体育館M+S

勝 敗

3

3

1

1

2

2

女子団体

1

ハ ル ト ノ ク ラ ブ

あ け チ ャ レ
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第10回県団体戦 令和４年５月７日 下館総合体育館M+S男子団体

9
7 8

3

4

5

6

1

2

ナ イ ス シ ョ ッ ト

藤 代 ジ ュ ニ ア

ひ た ち な か

桜 川 Ｊ ｒ ．

東 海 小 学

豊 ジ ュ ニ ア

舟 島

大井 沢 バ ドミン トン

取 手 ジ ュ ニ ア

女子団体

18
16 17

12

13

14

15

4

5

6

7

8

9

10

11

1

2

3

桜 川 Ｊ ｒ ．

吉 田 バ ド ミ ン ト ン Ｂ

ア ブ レ イ ズ

東 海 小 学 Ａ

明 野 ち び バ ド

藤 代 ジ ュ ニ ア

舟 島

恋 南

ハ ル ト ノ 女 子 Ａ

取 手 ジ ュ ニ ア

ひ た ち な か

ハ ル ト ノ 女 子 Ｂ

吉田 バ ド ミント ンＡ

龍 ケ 崎 ジ ュ ニ ア

東 海 小 学 Ｂ

豊 ジ ュ ニ ア

大井 沢 バ ドミン トン

東少 年 バ ドミン トン
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若葉カップ・県団体戦に係る新型コロナ感染予防策 

 

（１）大会参加条件 

   新型コロナウイルス感染者及び濃厚接触者は本大会に参加はできません。 

    ただし、体調が改善した場合は、別添１「新型コロナウイルスに感染・濃厚接触者及び 

学年・学級閉鎖時の対応について」を参照し、チームで判断してください。    

（２）入場制限 

・観客収容人数は最大500人 

・１選手に保護者１名  

※選手保護者の幼児・兄弟姉妹は入場可  

（３）入場・退場の管理  

   ・選手・コーチ・保護者は１階体育館入り口から入退場する。  

   ・体育館内で選手の指導、管理、試合観戦するコーチ・保護者はタグを着ける。  

・タグの持参：保護者、コーチは事前にメールにて配布されたタグを印刷し、タグケースは各自

調達し、作成・持参してください。 

・試合のコールされたチームは直接コートに移動。 

・試合で負けたチームは速やかに体育館から退場し、帰宅する。 

（４）検温の実施 別添２ 検温票  

   ①４月３０日（土）からの検温 

・選手、監督・コーチ・保護者、大会スタッフ（本部、審判員）は、大会当日まで、検温を実施。 

   ・検温表の提出 

ア） 選手・コーチ・保護者：受付時にチーム毎に提出      

イ） 大会スタッフ（本部役員・審判員）：会場入場後に本部に提出。  

② 体育館入場時の検温 

・選手、監督・コーチ・保護者及び大会スタッフ：会場入場時に検温を実施。 

・選手37.5度、大人37.0度以上の場合、再検温を実施（再検温は違う測定器で実施） 

・再検温でも上記以上の体温の場合は帰宅。  

 

（５）消毒・マスク・手袋 

   ・選手、監督・コーチ・保護者、大会スタッフは、会場に入る前に手指の消毒後に入場し、常時 

マスクを着用する。 

   ・マスクは不織布とする。 

    ※ウレタンマスクは着用禁止。   

   ・大会スタッフは業務を実施する場合は、手袋（ゴム手袋）を着用。。 

    

（６）応援 （別添３ 応援席参照） 

   ・指定された席で拍手のみとし、声を出しての応援は禁止。 

    試合をする選手の保護者のみ移動し、ビデオ撮影は可とする。 

    試合終了後は、速やかにビデオは撤収し、指定された席に戻る。 

・手すりにつかまっての応援は禁止。     

   ・チーム団旗の掲揚は禁止。 
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（７）開・閉会式及び表彰式、監督者・審判会議、試合前のチーム練習 

   ・開会式・閉会式・表彰式は実施しない。 

    試合終了後、個別対応で賞状等を授与する。 

   ・監督者会議は８時３０分から研修室   

   ・団体戦開始前に各チーム３分間の練習時間を設ける。 

 

（８）競技会場（競技スペース） 

  ・会場のすべての扉はオープンにしておく（天候により変更あり）。 

   ・コートサイドには各自バックを持参させ、飲み物も各自バックに収納する。 

・コーチ席はエンド交換時に各コーチが持ってい移動する。 

・線審は試合終了後に線審・コーチ用椅子を消毒する。 

・消毒液は各コートに１本用意 

 

（９）試合中の選手及び監督・コーチ 

   ・選手同士及び選手と主審の握手はしない。 

   ・試合中、意識的に声出しはしない。 

   ・プレーヤ同士やコーチとのハイタッチ等の接触は行わない。 

   ・インターバル中のアドバイスは必要最小限に短時間で行う。  

   ・試合後のアドバイスは行わない。 

 

（１０）審判員 

   ・審判員はすべてマスクと手袋（ゴム手袋）を着用する。  

・選手とは握手はしない 

・コールは最小限とし、プレイ、フォルト、インターバル、インターバル時の２０秒コール、レ  

ット、ゲームとする 

・ポイントのコールはしなくてもいいが、リズムがつかめない場合は、小さな声でコールして 

もいい。 

・選手紹介のコールはしない。 

・線審のアウトのコールはしない。両手を広げて合図する。    

・主審は、勝者サイン欄に勝者の氏名を記載し、スコアシートはレフェリーに、板、鉛筆、シャ  

トルは本部に提出 

        

（１１）大会本部 

   ・担当者間のスペースを確保できるように配置する。 

   ・ゲーム終了後のスコア用紙の板、鉛筆、使えるシャトルは消毒する。     

    スコア用紙の板は、プラスチック製 

 

（１２）その他 

   ・「いばらきアマビエちゃん」の登録 

    大会当日、体育館に入る監督・コーチ・保護者及び大会スタッフは体育館で、 

    いばらきアマビエちゃんの登録をする。 
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令和４年３月９日 

 

新型コロナウイルスに感染・濃厚接触者及び学年・学級閉鎖時の対応について 

 

（１）新型コロナウイルス感染症が陽性の場合 

   新型コロナウイルス感染症が陽性の場合、厚生労働省の Q＆Aでは以下のとおりで 

す。 

   症状がある場合、ない場合でも以下の療養解除後、体調に問題なければ大会への参加 

   を可能とします。 

   療養解除について保健所の指導に従ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）濃厚接触者となった場合 

  ①本人 

   厚生労働省新型コロナウィルス感染症対策推進本部から発出された「新型コロナウ 

イルス感染症の感染急拡大が確認された場合の対応について」 

（事 務 連 絡 令 和 ４ 年 １ 月 ５ 日  令 和 ４ 年 ２ 月 ２ 日 一 部 改  

正）では、以下のとおり、本人が濃厚接触者となった場合、新型コロナウイルス感 

染症陽性判明者と最終接触があった日を 0日として翌日から 7日間は観察期間 

（自宅待機）となります。この期間を経過した場合は大会への参加を可能とします。 

なお、大会参加前日に抗原検査を行い陰性であることを大会当日提示してくださ 

い。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【療養解除・自宅待機について】（抜粋） 

Q13. 療養解除について教えてください。 

A13. 【症状がある場合】発症日＝症状が出現した日から、10 日以上かつ症状軽快後 72 時間経過後 

（または症状軽快後 24 時間以上空けて 2 回 PCR等の検査を行い、陰性だった場合）に療養解除となりま

す。 

【症状がない場合】検体採取日から７日経過後に療養解除となります。 

【無症状者が途中症状が出た場合】 当初無症状の人であっ ても、途中で症状が出現してしまったら、 

発症から 10 日間は感染性があるとされているため、発症日が起算日になります。 

療養解除については、保健所の指導に従ってください。 

＜濃厚接触者の取扱い＞（抜粋） 

・検査陽性者の濃厚接触者を、B.1.1.529 系統（オミクロン株）の患者の濃厚接触者として取り扱

うこと。 

・ B.1.1.529 系統（オミクロン株）の患者として取り扱われる検査陽性者の濃厚接触者の待機期間 

については、現時点までに得られた科学的知見に基づき、最終曝露日（陽性者との接触等）から 

７日間（８日目解除）とする。 
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  ②同居家族の濃厚接触者について 

  上記①と同様厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部から発出された「新

型コロナウイルス感染症の感染急拡大が確認された場合の対応について」（事 務 連 

絡 令 和 ４ 年 １ 月 ５ 日  令 和 ４ 年 ２ 月 ２ 日 一 部 改 正）では、以下の

とおり、同居家族等の待機期間についても、検査陽性者の発症日等からのいずかれ遅い

方を 0 日として翌日から 7 日間で自宅待機期間が解除にとなります。この期間を経過

した場合は大会への参加を可能とします。 

なお、大会参加前日に抗原検査を行い陰性であることを大会当日提示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）通学している小学校が学年・学級閉鎖になっている場合 

   体調が悪くないこと。抗原検査で陰性であった場合に限り大会への参加を可能とし 

ます。 

大会参加前日に抗原検査を行い陰性であることを大会当日提示してください。 

   ※抗原検査キットはネットまたは茨城県が無料で提供する薬局等で購入・検査をお 

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜濃厚接触者である同居家族等の待機期間について＞（抜粋） 

 上記の検査陽性者の濃厚接触者であって、当該検査陽性者と生活を共にする家族や同居者（当該

検査陽性者が自宅療養をする場合に空間的な分離の徹底が困難であるとの想定の下、例えば飲

食、入浴、就寝等を共にする家族や同居者。 

以下「同居家族等」という。）の待機期間は、現時点までに得られた科学的知見に基づき、当該同

居家族等が社会機能維持者であるか否かにかかわらず、・当該検査陽性者の発症日（当該検査陽性

者が無症状（無症状病原体保有者）の場合は検体採取日）又は・当該検査陽性者の発症等により

住居内で感染対策を講じた日のいずれか遅い方を０日目として、７日間（８日目解除）とする 
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検温表

（１）該当する番号に○をつけてください。

  １．選手、２．コーチ、３．保護者、４．審判員、５．本部役員

（２）上記（１）のうち、１～３に○を付けた場合はチーム名と氏名を記入してください。

①チーム名

②氏名

（３）4月30日から5月7日までの体温を記入してください。

4月30日 5月1日 5月2日 5月3日 5月4日 5月5日 5月6日 5月7日

検温表
（１）該当する番号に○をつけてください。

  １．選手、２．コーチ、３．保護者、４．審判員、５．本部役員

（２）上記（１）のうち、１～３に○を付けた場合はチーム名と氏名を記入してください。

①チーム名

②氏名

（３）4月30日から5月7日までの体温を記入してください。

4月30日 5月1日 5月2日 5月3日 5月4日 5月5日 5月6日 5月7日
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豊
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け
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ャ
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ズ

東

海

小

ひ

た

ち

な

か

龍

ケ

崎

リ

バ
ー

ス

ハ

ル

ト

ノ

取

手

使用禁止

舟

島

藤

代

桜

川

1コート 6コート

2コート 7コート

３コート ８コート

本部

東

少

年

恋

南

ハ

ル

ト

ノ

吉

田

大

井

沢

階段

東

海

小

4コート 9コート

ナイス ナイス ちびバド ちびバド

使

用

禁

止

5コート 10コート
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